
 

岡山県生まれ。本名は茂次郎。 

早稲田実業学校専攻科在学中から、新聞等に挿絵が掲載されるようになる。 

うりざね顔に長いまつ毛、憂いを帯びた表情、華奢な体つきを特徴とする女性の絵は“夢二式

美人画”と呼ばれて全国の青年子女を虜にし、後続の画家たちにも多大な影響を与えた。 

少女誌、児童誌、婦人誌ほか、幅広いジャンルの雑誌で挿絵等を描き、デザイン・装幀でも多

彩な作品を残す一方で、詩、童謡、童話の創作にも才能を発揮した。 

「大正ロマン」といわれる時代を象徴する存在として、時をこえて愛され続けている。   

今年は竹久夢二の生誕 140年記念の年にあたります。夢二についてはVOL.25（2022年4月発行）でも取

り上げたことがありましたが、今回あらためて特集いたします。 

49歳の若さでこの世を去るまで、多くの作品を生み出す一方、私生活では数々の恋愛、旅を重ね、自由を愛す

るさすらい人でもあった夢二。その波乱万丈な生涯は映画や小説にもしばしば描かれ、大正ロマンを代表する

画家のひとりとして今もなお老若男女問わず幅広い層から人気を博しています。 

菊陽町図書館 少女雑誌の部屋だより 
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初めての個展 

大正元年 11 月、京都岡崎にある京都府立図書館

（当時は京都府立京都図書館）で人生初となる 

個展「第一回夢二作品展覧会」を開きました。 

展示した作品は油彩画・水彩画・水墨画など多岐

にわたり、連日多くのファンが訪れて賑わいました。 

大正 7 年 4 月には同場所で「第二回竹久夢二抒

情画展覧会」が開催されました。 

 

 

港屋絵草紙店 

大正 3年 10月、東京日本橋に「港屋絵草紙店」（通

称：港屋）を開きました。木版画、半襟、手ぬぐい、風

呂敷、千代紙、便箋などなど夢二デザインの小物が

色鮮やかに並べられ、大人気となりました。大正時

代を背景にした漫画「はいからさんが通る」の中で

も、女学生憧れの店として登場します。しかし、大正

5 年末、夢二の恋愛問題等により閉店を余儀なくさ

れてしまいました。 

雑誌の仕事 

明治 38 年、雑誌『中学世界（博文館）』への投稿を

契機に画家としてデビューして以来、様々な雑誌の

表紙絵、挿絵等を担当した夢二。さらには、詩歌、エ

ッセイ、ふろくのデザインに至るまであらゆる分野で

関わっていました。少女雑誌では、『少女世界（博文

館）』、『少女の友（実業之日本社）』、『新少女（婦人

之友社）』等の誌面を彩り、花形画家として時代をリ

ードしていきました。 

企画展 生誕 120 年『松本かつぢ展』 11/4（月）まで！ 
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主な参考文献・『別冊太陽 竹久夢二の世界』（平凡社）、『竹久夢二 大正モダン・デザインブック』（河出書房新社）、『竹久夢二の世界』（バイ・インターナショナル）ほかほか 
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セノオ楽譜の流行 

デザインに関する仕事のうち、雑誌の次に多かった

のが楽譜装幀でした。歌詞の内容から言葉のイメー

ジを膨らませ、自由な図案を試みました。セノオ楽譜

は大正４年から開始され、夢二は「お江戸日本橋」

（大正 5年 4月発行）の表紙をはじめ、昭和 4年ま

での 15 年間、280 点にも及ぶ装幀を手掛けまし

た。「宵待草」は大正 7 年、夢二の作詞により発表さ

れ、瞬く間に評判となりました。 


